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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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一
層
酷
く
な
っ
た
と
家
族
の

評
で
あ
る
▼
夏
の
夜
長
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
で
喜
怒
哀

楽
の
ド
ラ
マ
が
見
ら
れ
、
日

本
選
手
の
メ
ダ
ル
獲
得
が
華

を
添
え
た
。
選
手
・
ス
タ
ッ

フ
等
が
一
体
と
な
り
創
り
出

し
た
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

紹
介
で
感
動
は
倍
増
し
た
▼

我
職
場
で
は
異
常
な
調
査
事

務
運
営
が
進
行
中
で
あ
る
。

内
示
直
後
に
担
当
者
不
在
で

の
日
程
調
整
、
部
門
打
合
せ

な
し
で
調
査
に
着
手
す
る
。

上
意
下
達
だ
け
を
求
め
ら
れ

る
組
織
に
一
体
感
は
生
ま
れ

ず
喜
楽
が
減
り
怒
哀
が
増
す

ば
か
り
だ
▼
ベ
テ
ラ
ン
上
席

の
皆
さ
ん
、
素
直
さ
を
捨
て

て
下
意
上
達
を
一
緒
に
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
秋

が
駆
け
足
で
や
っ
て
く
る
の

を
待
ち
わ
び
な
が
ら
、
そ
う

考
え
る
日
々
で
あ
る
。

年
齢
を
重
ね

る
と
素
直
さ

が
欠
落
し
、

猛
暑
・
熱
帯

夜
・
睡
眠
不

足
の
今
夏
は

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

　
黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉三
手
目
が
決
め
手

の
好
手
で
す
。。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

激
励
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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 第74回定期大会

　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

中
国
国
税
職
員
組
合

国
会
職
員
組
合
連
合
会

総
理
府
労
働
組
合
連
合
会

国
土
交
通
労
働
組
合

全
司
法
労
働
組
合

全
経
済
産
業
労
働
組
合

全
日
本
国
立
医
療
労
働
組
合

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信
産
業
本
部

全
労
働
省
労
働
組
合

全
情
報
通
信
労
働
組
合

株
式
会
社
き
か
ん
し

農
民
運
動
全
国
連
合
会

全
法
務
省
労
働
組
合

全
税
関
労
働
組
合

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

一人ひとりの個性が尊重され、ゆとりと

 　　　 誇りを持って働き続けられる職場、社会を築こう

　
全
国
税
は
8
月
　
・
　
日
の
2
日
間
、
都
内
で
第
　
回
全
国
税
定
期
大
会
を
開
催

20
21

74

し
ま
し
た
。
代
議
員
、
執
行
部
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
来
賓
の
方
を
含
め
延
べ
一
一
七

人
が
参
加
し
、
２
日
間
熱
心
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
仕
事
の
問
題
、
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
た「
戦
争
法
」反
対
、
廃
止
の
運
動
、
原

発
再
稼
働
反
対
の
運
動
、
全
国
税
の
組
合
員
を
増
や
す
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

活
動
の
報
告
や
こ
れ
か
ら
の
1
年
間
の
運
動
方
針
が
議
論
さ
れ
、
運
動
方
針
は
満

場
一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

細川委員長あいさつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （要 旨）

☆去る７月10日に行われた参議院議員選挙の結果は、その後自民党へ所
属した議員を含め自民党単独で過半数となり、改憲をめざす他の党の議
員も合わせると改憲勢力が三分の二を占めるものとなりました。
　これを受け、安倍首相は８月３日に第３次再改造内閣を発足させまし
た。保守的思想を前面に出す防衛大臣を任命し、経済を最優先課題とい
うものの、「改憲は任期中をめざすのは当然」と発言し、改憲に向け着実
に進めていく姿勢は明らかとなっています。
☆私たちはこの１年間、憲法９条の改憲に反対し、日本の平和を守るた
め、昨年９月１９日に強行採決した安全保障関連法いわゆる「戦争法」に
反対し、廃止させる運動に参加してきました。この運動は幅広い世代に
広がっていました。しかし本年３月２９日には安保法が施行されました。
今月中には可能になった武器携帯の「駆けつけ警護」「宿営地の共同防護」
の訓練を始めると言っています。ますます平和を守る取り組みが重要に
なってきました。
☆８月８日の人事院勧告は、３年連続での賃上げとなっていますが、配
偶者手当の減額は大きな問題です。政府税調の検討項目でも配偶者控除
の見直しが焦点になっていますが、労働力不足が叫ばれている中で女性
の労働力の活用という安倍政権の意向に沿ったものです。
☆国税部内での要求では、管理運営部門の相談切り離し、個人、法人の調
査件数の削減、確申期での労働強化反対を掲げ当局に是正を求めてきま
した。引き続き労働強化にさせないたたかいを展開していきます。
　また、マイナンバーカードの身分証明書化に反対し、交渉で当局を追
及し、積極的な動きを取らせないように押しとどめています。
☆　7月の人事発令では全国で4名の組合員に対して６級ポスト発令を
勝ち取りましたが、不十分なものです。職場全体の公正な人事の確立と
差別是正のために奮闘しようではありませんか。

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

 第
　
回「
全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
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全
税
支
部
協
議
会
定
期
大
会
」
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大
会
は
労
働
歌
合
唱
か
ら

始
ま
り
、
山
本
副
委
員
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
、
議
長
に
東

京
中
支
部
の
早
苗
稔
夫
代
議

員
、
近
畿
・
京
滋
支
部
粟
田

育
治
代
議
員
を
選
出
し
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
細
川
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
（
別
掲
）、
続
い
て
来

賓
の
方
々
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
執
行
部
か
ら
の
議
案
の

台
に
は
長
年
の
労
働
組
合
の

運
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
土

台
の
上
で
、
マ
マ
の
会
や
学

者
の
会
な
ど
の
運
動
が
取
り

組
ま
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
参
議
院
選
挙
の
結
果
は

自
公
と
改
憲
勢
力
で
３
分
の

２
と
な
り
ま
し
た
が
、
安
倍

首
相
は
選
挙
中
、
改
憲
に
つ

い
て
は
一
言
も
語
ら
ず
、
選

挙
後
早
々
に
改
憲
に
つ
い
て

発
言
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
騙
し
討
ち
は
長
続
き

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
働
き
方

改
革
で
は
、
本
音
は
別
に
し

て
世
論
と
の
関
係
で
残
業
を

な
く
す
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
足
下

の
公
務
職
場
か
ら
手
を
付
け

る
べ
き
で
す
。」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
国
公
労
連
豊
田
勝
利
中
央

執
行
委
員
は
人
事
院
勧
告
に

触
れ
、「
３
年
連
続
の
引
き

上
げ
勧
告
と
は
い
え
物
価
上

昇
に
満
た
な
い
不
十
分
な
も

の
で
す
。
大
き
な
問
題
で
あ

る
扶
養
手
当
（
配
偶
者
）
の

見
直
し
で
は
、
労
働
組
合
へ

大
会
代
議
員
の
唱
和
に
よ
る
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
が
響
く

全税支部後間書記長

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

提
案
を
受
け
運
動
方
針
の
討

論
に
入
り
ま
し
た
。

　
　
◇
 　
　
◇

　
日
本
共
産
党
宮
本
衆
議
院

議
員
は
「
今
年
の
1
年
間
で

政
治
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
先
の
参
議
院
選
挙
で
は

１
人
区
　
す
べ
て
で
野
党
共

32

闘
が
行
わ
れ
、　
で
野
党
が

11

勝
利
し
ま
し
た
。
３
年
前
は

２
つ
だ
け
で
し
た
。
こ
の
土

の
具
体
的
な
提
示
は
勧
告
の

わ
ず
か
一
週
間
前
で
、
組
合

と
の
協
議
を
保
障
す
る
も
の

で
な
く
、
政
府
の
要
請
を
一

方
的
に
取
り
上
げ
た
も
の

で
、
労
働
基
本
権
制
約
の
代

償
機
関
の
役
割
を
投
げ
捨
て

た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
両
立
支
援
で
は
介
護

休
暇
の
分
割
取
得
を
認
め
る

な
ど
、
一
定
の
前
進
面
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
た
ち

の
運
動
の
成
果
で
す
。
８
月

　
日
の
給
与
関
係
閣
僚
会
議

15で
は
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
決
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。」

ま
た
、
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
に

つ
い
て
は
、「
9
月
　
日
に

12

第
4
回
の
口
頭
弁
論
が
東
京

高
裁
で
開
か
れ
て
結
審
し
、

年
内
あ
る
い
は
年
度
内
に
は

判
決
が
出
さ
れ
る
予
定
で

す
。
勝
利
す
る
た
め
取
り
組

み
を
強
め
て
い
き
ま
す
。」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
大
会
１
日
目
終
了
後
、
全

国
税
・
沖
縄
国
公
労
全
税
支

部
協
議
会
の
第
　
回
の
大
会

33

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
中
で
、
沖
縄
国
公

労
全
税
支
部
後
間
書
記
長
は

次
の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
組
合
員
の
６
級
ポ
ス
ト
昇

任
、
５
級
昇
格
、
６
級
ポ
ス

ト
昇
任
者
の
６
級
へ
の
昇
格

等
、
人
事
要
求
の
実
現
の
た

め
、
国
税
事
務
所
と
の
交
渉

や
年
2
回
の
協
議
会
と
し
て

の
長
官
交
渉
で
当
局
を
追
及

し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
は

３
年
前
に
６
級
ポ
ス
ト
に
昇

任
し
ま
し
た
が
未
だ
に
６
級

に
発
令
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
沖
縄
事
務
所
の
定
員
は
事

務
所
が
４
名
、
署
が
9
名
で

合
計
　
名
増
え
ま
し
た
が
、

13

事
務
所
へ
の
税
務
署
定
員
の

吸
い
上
げ
の
実
態
は
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
は
専
科
採
用
者
が

　
数
名
と
な
り
、
す
べ
て
を

10管
理
運
営
部
門
へ
配
置
で
き

な
い
た
め
、
４
名
を
東
京
局

へ
出
向
さ
せ
る
と
い
う
や
り

方
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
議
院
選
挙
直
後
に
政
府

は
全
国
か
ら
機
動
隊
を
集
め

て
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設

に
着
工
し
て
い
ま
す
。
辺
野

古
新
基
地
建
設
に
つ
い
て
も

和
解
が
進
め
ら
れ
る
中
で
政

府
は
一
方
的
に
建
設
工
事
を

再
開
し
て
い
ま
す
。　
ま
た
、

国
の
機
関
す
べ
て
に
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
が
命
じ
ら
れ
、
事

務
所
の
管
理
職
　
数
名
が

20

７
、
８
月
、　
時
か
ら
　
時

19

22

の
間
、
市
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル

に
従
事
し
て
い
ま
す
。
全
税

支
部
で
は
８
月
２
日
に
こ
れ

を
や
め
る
よ
う
沖
縄
国
税
事

務
所
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建

設
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻

止
の
た
め
に
全
国
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。　
…
…
…

　
新
役
員
は
、
代
表
委
員
に

稗
田
慶
三
さ
ん
が
、
副
代
表

委
員
に
は
宮
城
信
昭
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党

　
　
宮
本
徹
衆
議
院
議
員

沖
縄
国
公
労
全
税
支
部

　
　
　
　
後
間
貢
書
記
長

国
税
Ｏ
Ｂ
会
全
国
協
議
会

　
　
　
　
難
波
武
久
会
長

国
公
労
連

　
豊
田
勝
利
中
央
執
行
委
員
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　私たちは第74回定期大会を、8月20日、21日の２日間開
催した。全国から２日間で延べ１１７人の仲間が参加し、一年
間の活動報告や活発な議論が行われ、これからの一年間、当
局の労働強化阻止のたたかいや平和憲法を守り、立憲主義を
取り戻すたたかいに結集する意思統一がされた。

　いま、国税職員は、当局の「調査日数の確保」のために繰
り出される一方的な施策、試行により「ゆとり」が奪われ、
労働強化に追い込まれている。「効率化」「合理化」によって
浮いた事務量は、調査日数に振り替えられるため、調査内部
事務が疎かにされている。個人課税部門では、恒常的に繁忙
状態にある内部事務担当者にも調査事務が計画されるなど、
当局のなり振り構わない姿勢があからさまになってきた。
　また、「調査日数の確保」のための施策に管理運営部門が大
きな影響を受け、“あれも、これも”が押し付けられようとしている。そ
のため、管理運営部門では、「早出晩退」が常態化し、実員不足や精通者
が育たないなど構造的な問題が指摘されている。そして、これまで潜在化
していた多くの問題が目に見えるようになってきた。
　私たちは、この当局の労働強化の押し付けに対し、職場の仲間と連帯し
て、職場に「ゆとり」と「誇り」を取り戻すたたかいに向かう決意をした。

　組織拡大の取り組みを展開する中で、加入者から「全国税に入って青空
が広がった」と活き活き働いている報告が寄せられた。

　今年7月に行われた参議院選挙の結果、日本国憲法を改悪しようとする
改憲勢力が衆・参両院で３分の２を超えた。改憲問題を選挙の争点から終
始隠していた安倍首相は、選挙で勝利した途端に政治日程に上げることを
選挙後の記者会見で表明した。平和憲法を守るたたかいは、まさしく正念
場を迎えている。
　私たちは、改労働組合がこれまで培ってきた反動勢力とのたたかいのノ
ウハウを還元する役割が求められている。
　この一年、「戦争できる国」づくりを許さず、自衛隊員を海外に送り込
み、殺し、殺される道に踏み込ませないために、そして日本の政治に立憲
主義・民主主義を取り戻すために、多くの国民と連帯した運動に結集する
ことを決意する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上、宣言する。
　　　　　　　　　　　２０１６年８月２1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　全国税労働組合第74回定期大会

大
会
宣

大
会
宣
言言

学 岳較較較較較較較較較較較較較

学
岳

較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較

新
役
員
紹

新
役
員
紹
介介

学 岳較較較較較較較較較較較較較

【
中
央
執
行
委
員
長
】

稗
田
　
慶
三
（
近
畿
・
新
）

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

池
野
谷
正
美
（
東
海
・
新
）

高
橋
　
　
誠
（
東
京
・
新
）

山
本
　
浩
二
（
東
京
・
再
））

【
書
記
長
】

真
貝
　
正
治
（
関
信
・
再
）

【
書
記
次
長
】

木
村
　
和
由
（
東
京
・
再
）

【
中
央
執
行
委
員
】

阿
部
　
富
次
（
関
信
・
再
）

高
橋
　
浩
司
（
関
信
・
新
）

田
山
　
文
武
（
東
北
・
再
）

長
沼
　
敦
志
（
北
海
道
再
）

羽
柴
　
哲
司
（
北
陸
・
新
）

一
森
　
進
治
（
東
京
・
再
）

前
川
　
幸
徳
（
四
国
・
再
）

山
道
　
外
誠
（
東
京
・
再
）

【
会
計
監
査
委
員
】

須
澤
　
　
務
（
関
信
・
新
）

舘
　
　
　
豊
（
東
京
・
再
）

【
統
制
委
員
会
議
長
】

小
林
　
寛
昭
（
東
京
・
新
）

学
岳

較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較

〈
解
答
〉黒
1
か
ら
３
と
打
つ

の
が
好
手
段
。
白
４
に
黒

5
、
７
で
白
死
で
す
。
黒
1

で
イ
は
白
１
で
白
生
き
。
黒

1
で
6
も
白
１
で
白
生
き
。

黒
３
で
６
は
白
３
で
白
生
き

で
す
。

　
退
任
さ
れ
た
役
員

　
次
号
か
ら
紙
面
が
変
わ
り
ま
す

　
次
号
か
ら
現
在
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
か
ら
Ｂ
４
版
に

紙
面
を
変
更
し
ま
す
。
今
後
も
読
み
や
す
い
紙
面
作

り
に
努
め
ま
す
の
で
、
職
場
の
み
な
さ
ん
に
は
こ
れ

か
ら
も
お
読
み
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

細
川
　
　
潔
（
東
海
）

黒
河
内
隆
史
（
関
信
）

朴
木
　
昭
一
（
東
京
）

澤
田
　
孝
司
（
北
陸
）

松
本
　
純
治
（
近
畿
）

北
村
　
満
男
（
関
信
）

磯
部
　
幸
夫
（
東
京
）

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。

管運　OJTの余裕ない

全国税に入って 青空を見よう！

大会の討論

　
今
、
職
場
で
は
政
府

方
針
の
下
、
定
員
削
減

が
進
行
し
て
い
ま
す
。

そ
の
影
響
は
内
部
・
外

部
を
問
わ
ず
、
す
べ
て

の
事
務
系
統
に
及
ん
で

い
ま
す
。
職
員
は
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
を
求
め
ら
れ
、
精
神

的
・
肉
体
的
負
担
の
中
で
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
ま
た

こ
の
間
、
育
児
に
関
わ
る
諸
制
度
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
取
得
も
は
ば
か
れ
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
一
人

ひ
と
り
の
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
ゆ
と
り
と
誇
り
を
持
っ
て
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
の
実
現
が
急
務
と
考
え
、
そ
の
た
め
に

奮
闘
す
る
所
存
で
す
。

新
委
員
長
に
稗
田
慶
三
氏

管
理
運
営
部
門

　
執
行
部
・
稗
田

　
管
理
運
営
の
定
員
が
年
々

減
っ
て
い
る
。
減
る
と
き
は

専
科
の
人
数
を
減
ら
し
、
増

え
る
と
き
は
そ
こ
を
増
や
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
様
々
な

問
題
が
出
て
き
て
い
る
。

　
債
権
管
理
事
務
や
延
納
・

物
納
、
資
料
事
務
の
精
通
者

が
育
た
な
い
の
は
、
教
え
る

余
裕
が
な
い
か
ら
。
窓
口
に

　
人
が
三
日
に
一
回
張
り
付

13い
て
い
て
、
O
J
T
の
機
会

も
な
い
。
自
分
が
得
意
な
と

こ
ろ
を
優
先
し
て
事
務
処
理

し
て
い
る
た
め
、
3
年
経
っ

て
も
精
通
者
は
育
た
な
い
。

　
相
談
事
務
が
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い
る
。
本
当
の
一

般
相
談
な
ん
て
あ
り
得
な

く
、
何
ら
か
の
形
で
納
税
者

に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
相
談

の
専
門
的
な
セ
ク
シ
ョ
ン
を

設
け
る
べ
き
だ
。

　
専
　
期
が
管
理
運
営
に

41

帰
っ
て
き
て
る
が
、
本
人
希

望
で
は
な
い
人
も
い
る
。
小

規
模
署
の
管
理
運
営
に
戻
っ

た
青
年
か
ら
、
3
日
に
一

度
、
仕
事
の
質
問
の
電
話
が

来
て
い
る
。
仕
事
に
誇
り
も

面
白
味
も
持
て
な
い
だ
ろ

う
。

　
大
規
模
署
に
は
2
年
連
続

で
4
～
5
人
の
新
人
が
来
て

い
る
。
電
話
や
窓
口
応
対
で

も
倍
の
時
間
を
要
し
、
自
分

も
二
日
に
一
度
は
何
ら
か
の

当
番
が
回
っ
て
き
て
、
時
間

的
な
余
裕
が
全
く
な
い
状
況

だ
。
当
局
回
答
で
は
、「
全

体
の
仕
事
が
わ
か
る
」
と

言
っ
て
い
る
が
、
入
力
ば
か

り
で
ど
う
し
て
全
体
が
分
か

る
と
い
う
の
か
。

　
自
分
の
出
身
部
署
以
外
の

事
務
の
習
得
状
況
の
引
き
上

げ
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。

前
任
者
に
聞
き
た
く
て
も
、

ど
ち
ら
か
が
窓
口
だ
っ
た
り

し
て
お
り
で
き
な
い
。

　
納
税
証
明
の
来
署
型
電
子

申
請
に
力
を
注
い
で
い
る

が
、
時
間
が
か
か
る
。

税
で
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
電
話
に
つ
い
て
は
、

交
換
手
が
一
般
的
か
専
門
的

か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
無
理
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
「
２
」
を
押

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
個
別

で
あ
る
。
交
換
事
務
も
、
非

常
勤
職
員
が
や
っ
て
い
た
り

す
る
。

　
統
括
官
会
議
で
徴
収
部
長

が
効
率
的
な
事
務
運
営
（
グ

ラ
フ
で
各
署
の
従
事
日
数
を

比
較
）
を
強
調
し
て
い
た
。

効
率
化
が
職
場
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
福
岡
局
で
は
、
さ
す
が
に

7
人
以
下
の
小
規
模
署
に
は

新
人
の
配
置
は
な
い
。

　
文
書
の
紛
失
の
な
か
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
文
書
の
紛
失

が
絶
対
に
な
い
よ
う
強
調
し

て
い
た
。確

定
申
告

九州・本田代議員

関信・高橋代議員

　
福
島
の
署
外
会
場
が
6
時

ま
で
、
帰
署
す
る
と
7
時
の

中
で
水
・
金
の
超
勤
ま
で
計

画
さ
れ
、
関
信
地
連
に
習
っ

た
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
提
出

し
、
水
・
金
超
勤
を
な
く
し

た
。
原
発
対
応
の
応
援
が
少

な
く
な
る
な
か
で
、
東
電
補

償
や
収
用
等
で
申
告
も
多
く

な
っ
て
い
る
。
審
査
や
事
後

処
理
や
更
正
の
請
求
が
山
の

よ
う
に
残
っ
た
。

東北・塩谷代議員

　
東
京
・
北
原
代
議
員

　
納
税
証
明
の
来
署
型
電
子

申
請
の
割
合
を
上
げ
る
た
め

に
、
フ
ロ
ア
に
紙
を
置
か

ず
、「
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
」「
ど
う
し
て
も
紙
で
請

求
し
た
い
場
合
に
は
窓
口

へ
」
と
案
内
し
て
い
る
。

　
一
般
相
談
の
中
で
も
専
門

的
知
識
が
必
要
な
も
の
も
課

　
過
労
で
倒
れ
る
職
員
も
で

る
な
か
、
署
か
ら
要
望
し
て

も
予
算
も
つ
か
な
か
っ
た
。

全
国
税
が
追
及
し
て
予
算
は

勝
ち
取
っ
た
。

青
年
の
早
朝
出
勤

　
副
署
長
が
若
い
人
の
早
朝

出
勤
を
心
配
し
て
い
た
。
超

勤
手
当
を
出
す
よ
う
に
指
示

し
て
い
た
。

　
管
理
運
営
部
門
の
若
手

は
、
書
庫
の
書
類
を
出
す
た

め
も
あ
っ
て
、
早
く
か
ら
出

勤
し
て
い
る
。
全
国
税
は
か

つ
て
青
年
の
お
茶
く
み
・
机

拭
き
で
の
早
出
を
や
め
さ
せ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
。

職
場
全
体
の
意
識
を
変
え
て

い
く
運
動
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
執
行
部
・
黒
河
内

　
長
野
県
の
あ
る
署
は
鍵
を

開
け
る
の
を
朝
８
時
に
し
て

い
る
。　
埼
玉
県
南
の
署
は

８
時
　
分
か
ら
全
員
で
書
類

30

を
書
庫
か
ら
出
す
よ
う
に
し

て
い
る
。

近畿・小林代議員

近畿・滑羅代議員

　
全
国
税
に
加
入
を
！

　
異
動
後
、
近
畿
の
行
　
職
（二）

員
に
連
絡
し
た
と
き
、「
全

国
税
入
っ
て
良
か
っ
た
」
と

言
っ
て
き
た
。「
管
理
職
の

対
応
が
変
わ
っ
た
。
多
少
の

マ
イ
ナ
ス
は
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
気
持
ち
が
晴
れ

渡
っ
た
の
に
は
代
え
ら
れ
な

い
」
と
言
っ
て
い
た
。

　
東
北
・
塩
谷
代
議
員

　
私
は
農
水
省
か
ら
の
配
転

者
だ
。
職
場
に
は
、
途
中
か

ら
国
税
職
場
に
来
た
職
員
が

多
数
い
る
。
ま
た
、
パ
ワ
ハ

ラ
を
見
た
り
、
当
事
者
に

な
っ
た
り
と
、
途
中
か
ら

入
っ
て
き
た
職
員
だ
か
ら
こ

そ
、
職
場
の
雰
囲
気
に
問
題

あ
り
と
感
じ
て
い
る
。

　「
全
国
税
に
入
っ
て
青
空

が
広
が
っ
た
」
と
い
う
発
言

が
あ
っ
た
が
私
も
同
じ
気
持

ち
だ
っ
た
。

東海・寺坪代議員

　「
相
談
終
了
　
時
」の
取
組

17

み
を
し
て
き
た
。

　
局
長
は
、
大
阪
に
全
国
標

準
の
対
応
を
す
る
と
し
て
、

確
申
期
間
の
縮
小
や
、
ひ
と

り
の
納
税
者
に
必
要
以
上
に

対
応
し
な
い
よ
う
に
す
る
と

い
う
も
の
。
こ
れ
を
「
ス

マ
ー
ト
確
申
の
実
施
」

「
ウ
ェ
ッ
ト
な
対
応
か
ら
ド

ラ
イ
な
対
応
へ
」
と
い
っ
て

い
た
。

　
そ
れ
を
是
と
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、　
時
に
相
談
終

17

了
の
た
め
に
、
受
付
終
了
　16

時
は
不
可
欠
。
当
局
も
来
年

は
個
人
・
資
産
と
も
に
一
律

に
　
時
受
け
付
け
締
め
切
り

16
と
い
う
方
針
に
な
っ
た
。


